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イエンスからほど遠いのではないでしょうか。
　専門性の高い介護福祉士は、体系的で根拠に基
づいた教育を受け、基礎的な医療行為、リハビリ、
認知症のケアがきちんとできて、なおかつ、資格
を持たない方々に、きちんとスーパーバイズして
いくことが求められます。というのも、人口構成
を考える中で、専門性の高い介護福祉士だけで介
護の現場が担えるとは極めて困難だからです。
　私が今申し上げたことは、私の頭の中で考えて
いる事も多いので、これが正しいか正しくないか
自信がない部分もあります。皆さん方の中には、
賛成できないと思う人もいるかもしれません。
　ただ、いずれにせよ、単に介護職員の処遇をあ
げるだけではなく、サービスの質をあげる、専門
性を高める、ということと一体で行わなくてはな
らない、これは間違いないことだと思います。そ
うなると、専門性とは何か、サービスの質とは何
かということもきちんと考え、議論して、足りな
いものは積み上げていくことをしていかないとい
けないと思っています。
　以上で私の発表を終わります。ご清聴どうもあ
りがとうございました。
平野　藤井先生、どうもありがとうございました。
多文化ソーシャルワーク
―散住地域における外国籍等児童の現状と支援に関する研究―
山　口　幸　夫　
平野：お手元の本日のプログラムの26ページ目
に、これから話していただきます「多文化ソーシャ
ルワーク」のレジュメが入っています。では、山
口先生、よろしくお願いします。
山口：こんにちは。社会事業大学のアジア福祉創
造センターの特任准教授をしている山口です。今
日は、「多文化ソーシャルワーク」という題で話
します。
　私のもともとのバックグラウンドは建築工学
で、文化財や町並みを生かした町作りを、特に国
際ソーシャルワーク、国際開発でしていました。
それで、ずっと海外での国際協力をやっていまし
た。
　５、６年前に、日本で中国やあるいはアジアの
社会福祉の共同研究をしようということで、海外
から戻り、名古屋にある日本福祉大学のCOEの主
任研究員をしていたときに、国内で児童自立支援
施設や、いろいろなところに行って、愕然としま
した。
　日本人の中学三年生なのに、識字能力はほとん
ど小学校三年生ぐらいで、携帯電話を持たない
と、普通に仮名漢字交じりの文章ができない。児
童自立支援施設、昔で言う教護院に来ている非常
に多くの触法少年が外国につながる子どもたちで
した。両親あるいはどちらかが外国の方の子ども
たちが多く施設に来ていて、いろいろな問題を抱
えていました。それで、これは大変なことになっ
ていると思いました。私は、東南アジアや中国で
ずっと国際社会開発をやって行こう思っていまし
たが、国内での地域の国際協力、社会開発も考え
ていかなければいけないと思いました。
　さらに、日本の中にマイノリティーは別に外国
人の方だけではなくて、障害者、性的少数者や先
住民族の方など、いろいろな方がいます。しかし、
基本的に日本の社会制度は日本人の多数派、健常
者を中心にやっていく考え方が強くて、いろいろ
な多文化的背景を持った方、移住者の方の権利擁
護や、マイノリティーのニーズに応じた社会サー
ビスが弱いのではないかと思います。
　こういった中で、日本にはアイヌの方が先住民
